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１． 　はじめに
　和歌山県では、昭和３２年から保健所保健師が市町村に駐在し市町村保健師と協働して

地域における保健衛生の向上を目指し、地域住民の健康のレベルアップに貢献してきまし

た。このような歴史の中で、社会情勢の変化、様々な制度や法律の改正、健康危機管理

等、保健師が地域で対応する健康課題は、複雑多様化・困難化しています。さらに、保健

師の教育課程も変化してきています。

　保健師の活動自体も地区分担から業務分担が進められ、職域拡大に伴う分散配置がなさ

れてきました。平成２５年４月の「地域における保健師の保健活動について（健発0419第

1号厚生労働省健康局長通知）」では、保健師が担当地区に責任をもって活動する「地区

担当制を推進すること」とされています。

　保健師は、果たすべき役割を認識した上で、住民、家族及び地域の健康課題を主体的に

捉えた活動を展開していくことが重要となっています。

　また、住民一人ひとりが生き生きと暮らせるように、生活者としての価値観、人権を尊

重することを基本に、人々の生命、健康、生活に深く関わり、予防を重視した支援を行う

ことが必要であります。

　職業人として第一歩を踏み出した新人保健師は、公衆衛生の担い手として、より高い専

門性と実践能力を身につけ、自立及び自律的に活動することがこれまで以上に求められて

います。

　本ガイドラインは、市町村・保健所の勤務にかかわらず、新人保健師が主体的に保健活

動を考え、日々前向きに活動を行えることを目的としています。

　さらに、全職員が新人保健師に関心をもち、育成する意識を高めると共に職場内外の研

修を強化することで、住民サービスの向上を図ることを目指し、県内の各職場において活

用されることを希望します。
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２． 　ガイドラインの基本方針

１）　  対象者

２）　  活用方法

　 （１）  新人保健師

　 （2）  指導保健師

　 （３）  教育担当保健師

　新人保健師は、社会状況の変化や多様な住民のニーズに応えられ、保健サービスを提供

できる実践能力を習得する。本ガイドラインは、指導保健師、教育担当保健師だけでなく、

全職員が、新人の育成を通して共に成長することを目指している。自己啓発も含めて、継

続した現任教育の必要性を組織内において共通認識し、各自治体の人材育成の理念や基本

方針に基づいた研修体制を整えることを推進する。（参考「表1」和歌山県職員の人材育成）

　免許取得後に初めて保健師として就業する職員であり、本ガイドラインでは、

就業後５年以内の保健師を対象としている。

　新人保健師に対して、身近で保健師活動に関する指導、評価等を行う者であり、

５年以上の業務経験がある中堅の保健師を対象としている。

　新人保健師の育成方針に基づき、研修の企画、運営の中心となり、新人保健師

の指導、指導保健師への助言及び指導を行う。管理的立場の保健師が教育担当保

健師として望ましい。県立保健所では課長及び主任クラスの保健師であり、市町

村では統括的な役割を担う保健師である。

　本ガイドラインは、新人保健師を支えるために、新人保健師に向けて新人期に身

につけてほしいこと、直接指導を行う指導保健師の役割、教育担当保健師の役割、

指導体制のあり方について記載している。

　文中の　　　　は、平成２４年度に実施した新人保健師のアンケートから得られ

た「新人保健師の声」を記している。
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　 （１）  めざすべき人材像

　 （2）  必要な資質及び能力
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県内の保健師の動き 県内の保健師養成の動き

県保健所保健婦が市町村に駐在し市
町村保健婦と協働し、地域における
保健衛生の向上を担っていた。

「現 保健師等業務実績発表会」で、
昭和５４年度には市町村保健婦も加
わり駐在保健婦市町村保健婦実績発
表会と名称変更し、昭和５７年度
は、保健婦業務実績発表会と改名し
和歌山市も含む県下の行政保健婦の
発表会

３． 　和歌山県の保健師活動
１）　  和歌山県の保健師活動
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図１　和歌山県保健師数の推移（平成10～24年度）
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年度 総数 県 和歌山市 市町村

10 306 83 41 182

11 311 84 41 186

12 327 85 41 201

13 340 83 48 209

14 348 81 48 219

15 347 81 49 217

16 354 80 51 223

17 352 78 55 219

18 353 74 53 226

19 361 77 56 228

20 369 74 54 241

21 374 71 61 242

22 375 69 65 241

23 378 68 68 242

24 377 70 67 240

２）　  和歌山県の保健師の状況
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             地域保健活動実践能力の構造 
      

地域保健活動は、多様な地域の健康課題に対し、行政として施策化や
サービス提供を行うものである。活動の対象は個人・家族、集団、組織、
地域社会と多様であり、健康な人々への教育的な活動から予防、早期発
見、リハビリテーションと多彩である。～中略～ 
地域保健活動の実践を行うためには地域住民との関係、職場内での人

間関係、関係機関との連携、業務の調整や交渉などコミュニケーション
能力はどの能力にも関連し、重要である。基本的能力は職業人としての
基盤となる能力であり、行政能力としての行政組織や法律の理解は地域
保健活動の根拠説明に必要な能力であり、専門的な知識や技術を状況に
合わせて活用することで地域保健活動が実践される。 
 
 

４． 　保健師に求められる能力
　保健師に求められる能力として「平成１８年３月新任時期の人材育成プログラム評

価検討会報告書」では、次のように述べられている。

　以下に、「保健婦・保健士現任教育（研修）指針　平成１０年３月　和歌山県」を基

に、検討委員会で検討された“保健師に求められる能力と役割”について示す。

　検討委員会で出された意見を　　　　で記している。
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 点を線に、線を面につなぐ 
 個別事例を地域の施策と関連づけて考える 
 目的・目標を設定する 
 評価結果を共有する 

 地域に出て地域をみる力が必要 
 地域に身をおいて、地域の雰囲気を知ることも必要 
 虫の目（細かくみる）、鳥の目（全体をみる）、魚の目（流れを
みる）が必要 

 住民の声を聴くことから始める  
 地域のキーパーソンを見つけて話を聞く（情報を得る） 

１）　  保健師に求められる能力と役割

　 （１）  実態把握（地区診断）

　 （２）  計画策定 ・ 評価

　保健師は、住民への保健サービスの提供を通して地域の実態を把握すると共に関

係機関からの情報、統計資料や調査・研究の結果を活用して、地域の健康問題を明ら

かにする。明らかになった健康問題を解決するために計画を策定し、予防的な活動を

行い、住民や関係職種と協働しながら、ネットワーク化、システム化を促進し、施策

化することにより、公衆衛生の向上を図る活動を行う。

　家庭訪問等の保健サービスを提供することを通して地域の情報を把握するこ

とや、統計資料または保健医療福祉関係者等から保健・医療・福祉に関する情

報を収集すると共に、環境を含めた地域の健康問題を総合的に分析する。

　さらに、分析・解釈された情報を、住民を含む関係機関に提供する。

　明らかになった健康問題を保健・医療・福祉等に関する計画に反映させる。

また、作成された計画は適時見直す必要があることから、計画の進行管理を

すると共に、達成度の評価を行う。

　評価を行うためには、評価指標及び評価方法をあらかじめ計画策定時に作成

しておく必要がある。　
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 コミュニケーション能力 
 個人・家族への支援能力 
 地域のサービスを活用し、コーディネートする能力 

 住民と関係者をつなげる力 
 関係機関、関係者と連絡調整をする力 
 コーディネート能力 

 プレゼンテーション能力 
 地域の人材を発掘する能力（各教室からリーダーを見つける）
 各教室の運営を、自主活動に結びつける能力 

　 （３）  相談 ・ 支援

　 （4）  教育 ・ 普及啓発

　 （5）  調整 ・ ネットワーク化

　住民、ボランティア、地域のリーダーに対し、予防的な視点に立ち、健康の

保持・増進及び住民の主体的な社会参加の観点から、計画的に健康教育や広報

活動を行う。

　健康ニーズの複雑多様化に伴い、総合的に問題解決を図る必要があり、その

ためには、住民を含めた保健・医療・福祉等の関係者を調整することが必要で

ある。

　また、関係機関や関係者と連携し、ネットワーク化を図ることが必要である

　住民の思いやニーズを受け止め、相談に応じると共に関係者の協力を得て住

民が主体的に健康の保持・増進ができるように支援する。
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 住民に不足しているサービスや資源を提案する 
 関係者に必要性を説明する能力が必要 
 施策化するには、長期的な視点で考える 
 実績をいつでも関係者に説明できるように準備しておく 

 平常時の活動が健康危機管理対応時の基礎となる 
 平常時から健康危機管理体制を整えることが必要 
 健康危機対応時は、指示命令系統に沿った自分の役割を認識し
自立・自律的に動く 

 健康危機管理対応時においても、従事者の健康管理は必要 

　既存の社会資源や施策が地域の人々の健康水準を向上させるために有効なも

のであるかを検討しながら、新たな社会資源の開発やシステム化・施策化を進

める役割を担っている。

　新しい感染症や災害時等の健康危機に迅速に対応することが求められている。

健康危機の発生時に対応するほか、日頃より広域的な健康危機管理体制を整え、

さらに回復期にも継続して対応することが求められている。

　 （6）  システム化 ・ 施策化

　 （7）  健康危機管理
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 笑顔、時にはユーモアも 
 失敗を恐れぬタフさ 
 自分の感性を磨き、気づく力 
 フレキシブルな対応能力     が必要 

 完璧なものを目指すのではなく、できそうなことから始める 
 先輩に相談したり、大学の先生を頼ったりして調査・研究のコ
ツをつかむ 

 自分の活動の手ごたえが得られ、自信と意欲がわく 
 業務に追われるのではなく、仕事をまとめることや調査・研究
することで新たな課題が見えておもしろい 

　 （8）  調査 ・ 研究

　 （9）  基本能力

　活動した内容を振り返り、また評価することが、専門職としてのスキル向上

になる。評価を活かし今後の方向性を検討することが、住民サービスの向上に

つながる。

　自治体の方針に基づき、チームワークを高めながら、職務を遂行していくた

めの職業人としての基盤となる能力である。公務員としての自覚・責任や職場

のマナーとルールを守り、助言を求める能力である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(ｐ１５「様式３」を参考)
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５． 　新人保健師（就業後5年以内の保健師）に向けて

１）　  各シート（様式１～様式４）の活用方法（例）

相談者のニーズを正確に理解して、的確な答えを提供できる

日常の活動を通して地域の課題を見出し、事業等に反映して
いけるようになりたい

　　　～平成２４年度新人保健師研修会のアンケートから～

　新人保健師が地域保健に従事しての５年間は今後の職業生活の基盤形成期であり、地

域保健におけるものの見方や考え方、基本的な専門の知識・技術を獲得する時期である。

　新人保健師自身が記入する、保健師実習経験シート（様式１）、新人保健師の目標シ

ート（様式２）、基本能力に対するシート（様式３）、到達目標に対する評価シート（

様式４）と保健師業務を豊かにする方法を例示している項がある。これらのシートを記

入するにあたっては、指導保健師や教育担当保健師と十分に話をし、お互いの考えを理

解することが大切である。

　「こんな保健師になりたい」というビジョンをもち続け、それに向けて自分の成長目

標・計画を作成することが必要である。

様式１「保健師実習経験シート」　　　学生時代の実習経験を把握

様式２「新人保健師の目標シート」　　目標シートを記入し、目標設定

様式２「新人保健師の目標シート」　　目標シートの振り返り

様式３「基本能力に対するシート」　　基本項目の確認

様式２「新人保健師の目標シート」　　目標シートの振り返り、目標の見直し

様式３「基本能力に対するシート」　　基本項目の確認

様式４「到達目標に対する評価シート」状況把握

様式２「新人保健師の目標シート」　　目標シートの振り返り、目標の見直し

様式３「基本能力に対するシート」　　基本項目の確認

様式４「到達目標に対する評価シート」状況把握
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　 （１）  内　容

　 （２）  記載時期

２）　  学生時代の実習経験について（保健師実習経験シート 様式１）

３）　  新人保健師の目標シート（様式２）

　新人保健師の担当業務や、保健活動の目標設定及び計画するための資料となる。

新人保健師が、学生時代にどのような実習を経験してきたのかを記入する。

　各事業を領域別、対象別に記入する。経験状況については「実施」「見学」欄

に○印を記入し、「経験件数」等を対象事業ごとに記載する。備考欄を設け、実

施した内容の詳細及び問い以外に経験したことを記入できるようにしている。　

　母子・成人・高齢者等と領域を分け、「実施」「見学」別と何件経験したのか

を記入する。

　乳幼児健康診査、成人の健康診査について記入する。

　健康相談、健康教育、グループ支援、会議・連絡・調整、施設見学、地区診断

は事業ごとに領域別に分け、実施状況を記入する。

　保健師として就業を開始した時に記入する。就業開始後も新人保健師の経験状

況を知る資料として活用できる。

　ビジョン（自分の願いや思い、心に描く像、展望）を達成するための達成目標、達

成方法を考える。短期目標・長期目標に分けて(複数枚となる)、記入しても良い。
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無 有

① 実習場所および実習期間について、あてはまる数字を丸で囲み、（　）には数字を記載して下さい。

活動方法 領域 対象・名称 実施 見学

家庭訪問 母子 妊婦

新生児・乳児 〇 〇

要観察児 件数（　　　　　）　

その他（　　　    　　　　 　　） 件数（　　　　　）　

成人 （健診後のフォロー 　） 〇 〇 件数（　  ３　　）　うち１件は、見学のみ

高齢者 （一人暮らし 　　　　） 〇 件数（　　１　　）

精神 （　　　　　　  　　    　　　　　） 件数（　　　　　）　

難病 （パーキンソン 　　　　） 〇 件数（　　１　　）

結核 （　　　　　 　　　 　  　　 　　） 件数（　　　　　）　

その他 （　　　　　 　　　 　    　　　　） 件数（　　　　　）　

健康診査 母子 4か月健診 〇

10か月健診 〇

1歳6か月児健診 〇

3歳児健診 〇 健診後、保育所への連絡に同行した

２次健診

その他（　　　　　　　　    　）

成人 特定健診 〇

がん検診

その他（　　　　 　　　　　　）

健康相談 母子 （育児相談、親子教室　） 〇

成人・高齢者 （地区巡回相談　　　　） 〇 血圧測定

難病 （　　　　　　　  　  　　　　　）

精神 （デイケア 　　　　　） 〇 スポーツに参加し、メンバーと交流した

その他 （　　　　　　　    　　　　　　）

健康教育 母子 （妊婦教室    　　　） 〇

（育児教室 　　　　　） 〇 テーマ「事故予防」対象：育児サークル20名

成人 （　　　　　　　　  　　　　　　）

高齢者 （認知症予防 　　　　） 〇

その他 （　　　　　　  　  　　　　　　）

グループ支援 自主グループ 母子

健康づくり・介護予防

患者・家族会

食生活改善推進員 〇

地区組織活動 母子保健推進員 〇

健康づくり推進員

民生委員・主任児童委員

老人会・婦人会

その他 （　　　　　 　 　　　  　　 　 ）

会議 事例検討 （要介護者 　　　  　　 　 ）

連絡・調整 保健師連絡会（管内保健師研修会 　 ） 〇

〇

関係機関 （在宅ケア会議  　　 ） 〇

その他 （　 　  　　　　　　　　　　　）

施設見学 〇
実習地 モデル

地区診断 情報収集 既存資料 〇 〇

地区踏査 〇

アセスメント 地域の特性 〇

健康課題 〇

　　　　　　　　　　　　　　　　　保健師実習経験シート（様式１）　　　　　　　　　　　　　記入例

　1．保健所：（　１　）週間/（　  ）日　　２．市町村（保健センター）：（２ ）週間/（  　）日　　３．事業所(産業)：（　　）週間/（２）日

　４．学校（小・中・高）：（　  ）週間/（　　 ）日　　５．その他（　作業所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）：（　　）週間/（３）日

② 実習内容について、あてはまる □欄に〇印を入れ、（　）には対象･名称･件数を記入し､備考には実施した内容
　　の詳細および問い以外に経験した事を記載して下さい。

備考

窓口において、電話相談、申請業務を見学した

イベント準備のための調理実習に参加した

地区診断は、実習地以外のモデル地域データのみ
を用いて演習した

（ 児童デイサービス　     　　　）

件数（　　　　　）

件数（　　２　　）　継続訪問を行った

問診、計測を行い、カンファレンスに参加した

問診、血圧測定、身体測定を実施した

他の職場経験や他の職場での保健師経験
 期間、内容等 　Ｈ２３－２５　○○病院　看護師
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　 （１）  確認項目

４）　  基本能力に対するシート（和歌山県職員が実施している項目　様式３）

５）　  到達目標に対する評価シート（様式４）

　各自治体で使用している様式を使用する。ここでは、和歌山県が実施している項

目を参考に掲載する。

　保健師に求められる機能を果たすためには、業務経験を積みながらステップアッ

プを重ね計画的に能力を伸ばすことが必要である。

　今回、計画的な資質の向上を図る一つの方法として、必要な能力を獲得するため

の到達目標を設定した。

　到達目標に対する各評価については、到達目標を達成できているかどうかを明ら

かにするため、次の５段階で確認することとしている。

　この段階別の到達目標は、あくまでもおおよその基準であり、日々の活動のチェ

ックリストとして、定期的（６カ月、１年、２年、３年、４年、５年）に活用し、

自分の能力がどこまで到達しているかを振り返るために活用する。

　評価シートを新人保健師、指導保健師及び教育担当保健師の立場で利用し、お互

いに検討する資料とすると共に、達成目標を共有するための一つの手段として活用

する。

　その際には、自己評価のみでなく、指導保健師や教育担当保健師等上司や先輩と

共に評価することが望まれる。

実態把握

計画策定・評価

相談･支援

教育･普及啓発

調整・ネットワーク化

システム化・施策化

健康危機管理

調査・研究
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【参考】

和歌山県職員が使用している基本的事項
様式３

基本能力に対するシート

記入例

７月 ９月 月 月 月 月 月 月

基 本 的 事 項
○公務員としての自覚・責任

公務員としてのモラルを持ち、法律を遵守するとともに、規則やルールに従い、行動している Ｂ Ｂ
○職場のマナーとルール

職場にふさわしい身だしなみをしている Ａ Ａ
誰に対しても、自分の方からすすんで挨拶ができている Ｂ
名前を呼ばれたら、きちんと返事をしている Ａ
決められた時間に仕事を始められる体制をとっている

勤務時間中と勤務時間外のけじめをつけている

席を離れるときは、周りの人に行き先や用件を伝えている

机の上や文書棚等の整理整頓ができている

○来庁者・電話応対

来庁者に対して、親切、丁寧に応対している

電話が鳴ったら、速やかに出て、所属と名前を名乗っている

伝言はメモをとり、正確に伝えている（誰に、何時、誰からなど）

電話をかけるときは、用件を整理し、相手の都合を確認している

○報告・連絡・相談

結果の報告はもちろん、進捗状況等の中間報告を行っている

状況の変化や問題が起こったときは、すぐに上司や先輩に報告している

報告は、結論、理由、経過の順で、要領よく行っている

○業務遂行能力

所属や自分の業務の目的、内容を理解している

上司や先輩の指示に従って、確実に業務を進めている

上司から指示されたとき、分からないことはその場で確認している

やるべき業務をきちんと把握し、優先順位をつけて確実にこなしている

上司から指示を受けた期限や業務の処理期限をきちんと守っている

業務は、正しく早くをモットーに、工夫しながら効率的に行っている

○自己啓発・情報収集

国や他の自治体、民間の動きに関心を持ち、情報を得るよう心がけている

担当業務に役立ちそうな知識や情報を、新聞･雑誌･書籍等で勉強している

○執務能力

起案文書等の諸文書の作成ができる

パソコンや事務機器の操作ができる（文書作成・表計算、イントラ等）

Ａ：よく実行している（よくできている、よく理解している ：Ｂ） ほとんど実行している（ほぼできている、ほぼ理解している）

Ｃ：指導・助言中であるが、努力が必要（実行していない、できていない、理解していない） Ｄ：まだ指導・助言していない

和歌山県職員は、指導職員となった職員が、新規採用職員に対して、どのような項目を習得する
必要があるのかを十分説明し、確認している。
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６）　  保健師業務を豊かにするために

　 （１）  住民からの学び

　 （２）  個別支援からの学び

　 （３）  専門職としての能力の向上

　保健師として活動していく過程では、保健師自身の「人」としての幅を広げ深め

ていく必要がある。

　業務の経験を増やす場としては、保健師自身の個人レベル、所属する職場レベル、

職場管内の保健所レベル、広域的には県レベルといったことが考えられる。この項

では、保健師業務を豊かにするために、保健師自身で実施できる方法を中心に例示

する。

　現場に出向き、住民の視点で関わることが活動の第一歩となる。

　　地域住民との関わりから、課題を見つけ、それが地域全体の課題となるか

　どうか判断するために、一人でも多くの住民と接する機会をつくっていく。

　　健康教育の機会を通じて、住民の生の声を聴くことが必要である。

　　住民に説明することからプレゼンテーション能力の向上につながる。

　個への支援をすることから、家族支援、また、地域全体の課題に結びつけて

　考えることができる。

　　訪問等による個別支援を行うことにより、様々な対応方法等を学ぶ。

　　個別支援を通して保健師だけでなく関係機関・関係者と連携する過程を学

　ぶ。

　保健師は対人保健サービスを基本とすることから常に能力の向上が必要で

　ある。

　　幅広い視野や多様な思考をもつために、様々な社会経験を積む。

　　人の話をよく聴けるように、意識的に傾聴するトレーニングをする。

　　住民及び地域をエンパワメントする視点をもつ。

　　ソーシャル・キャピタルの視点をもつ。

　　（信頼、社会規範、ネットワークといった社会関係資本等）
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☞

☞

☞

☞

☞

☞

　 （４）  事例検討

　 （５）  新人保健師の交流

　 （６）  研修等による自己啓発

　 （７）  調査 ・ 研究

　 （８）  職場でできること

　客観的な立場での意見及び助言は、スキルアップやより良いケース支援につ

　ながる。

　　事例検討会に積極的に事例を提供する。

　　他の人の意見を聞き、対応を考える。

　新人保健師同士の交流は、お互いの成長促進につながる。

　　新人保健師同士の交流の場や話し合える場に参加する。

　　話し合いの中で、悩みを共有しながら解決方法を模索する。

　新しい知識・情報の取り込みや知識を深めていくためには研修の機会を見つ

　けて積極的に参加していくこと。

　　（「８.必要な能力獲得のための体制　図５和歌山県の保健師研修参照」）

　　制度やデータ分析の学習をする。

　　他職種と交流ができる研修に参加する。

　　専門研修に参加する。

　　研修受講後に伝達研修を行う。

　　関係する学会に参加する。

　活動した内容を振り返り、また評価することにより、専門職としてのスキル　

　向上やより良い保健活動につながる。

　　調査・研究計画を立案・実施する。

　　所属内や県立医科大学保健看護学会、和歌山県公衆衛生学会等で発表する。

　担当業務の知識だけでなく、職場内の情報を把握しておく。

　　新規採用時に業務全体のオリエンテーションを受け、全体像を把握する。

　　所内連絡会等定期的に保健師同士が話し合える場に参加する。

　　日頃から他の部署の事業に関心をもつ。

　先輩保健師や指導保健師から適宜、助言や指導を受ける。

　　担当ケースの家庭訪問や個別相談の記録については、指導保健師、教育担

　　当保健師等上司に供覧し、アドバイスを受ける。

　　事業実施後等は、指導保健師と話をしたり、報告を行う。
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❀

❀

❀

❀

❀

　担当以外の業務を把握するため、担当保健師から教わったり、経験させて

もらう。

　指導保健師との同伴訪問や健診の見学を実施する。

　報告・連絡・相談「ほう・れん・そう」を心がける。
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担当業務以外のことが分からないので、訪問先での質問に困る。
事業の実施、業務をこなすことで精一杯で、広い視野がもてない。
分からないことを先輩に聞こうと思うが、勉強不足と思い、聞くことができ
ない。
聞くことが恥ずかしい。
先輩が忙しそうで聞けない。
　　　　　　　　　

６． 　指導保健師（5年以上の業務経験がある中堅保健師）に向けて

１）　  現在の新人保健師の特徴
　 （１）  先輩保健師からみた最近の新人保健師に対する印象

　 （２）  新人保健師が困っていること、悩んでいること
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２）　  指導方法

　 （１）  新人の成長段階に合わせた指導

　 （２）  考慮すべきこと
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できないこ
とについて
気づいてい

ない

無意識にで
きている

できないこ
とに気づく

意識すれば
できる

図２　成長変化と葛藤のメカニズム

３）　  指導保健師の役割

　 （１）  到達目標
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体験する

自分の考
えに取り
入れる

意味を
考える

実践で活
用でする

　 （２）  求められる能力

　 （３）  役割を遂行できる能力 

図３　体験学習サイクル
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○日頃からコミュニケーションを図り、話しやすい雰囲気をつくる。

○定期的に話し合う時間をつくり、困っていることや思いを傾聴する。

○できていることは褒め、課題に対しては励ます。

○常に根気強く指導し、見守る。

○自らの内面から起こるやる気＝「内発動機づけ」を促す。

　自らの意思で考えているという感覚

　自らの力で気がついたという達成感

　自己の存在価値を新人が自己評価できる状況

○教えるだけでなく、気づかせる・考えさせる指導方法

　　　　　　　　　　　　　　　　　＝「コーチング」が効果的である。

　承認する：新人保健師は精神的に安定し、動機づけになる。

　傾聴する：新人保健師は自分の状況を認識し、思いが明確になる。 

　質問する：新人保健師は答えようとよく考え、新たな発見を促す。
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　 （４）  具体的な指導のポイント

相談した時に厳しくかつ、やさしく指導してくれたとき。

わからない業務内容を聞いたときに、わかるまで丁寧に教えても
らったとき。

悩んでいたときに、ゆっくり相談に乗ってくれ、熱心に指導して
もらえたこと。

先輩保健師が忙しくしていても、相談するとゆっくり話を聞いて

くれた。

わからない業務内容を聞いたときに、わかるまで丁寧に教えても

らったとき。　　　　

「一年目なのによく頑張ってくれている」と言ってもらえたこと。

１人で初めて育児相談や親子教室ができたときに、「がんばったね」
とその度に言ってもらえたこと。

「大丈夫？」と時々声をかけてくれたり、「ちゃんとみんなフォロ
ーできるように聴いているから」と声をかけてもらい安心できた。

仕事上で悩んだときにはさりげなく声をかけてくれたり、相談に乗
ってくれたりしたこと。

自分のしたことがまちがっていないか確認したときに、「大丈夫、
間違っていない」といってもらった。

「こういうところがよかった」と具体的に評価してもらえた。
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７． 　教育担当保健師（管理的立場等の保健師）に向けて

１）　  教育担当保健師の役割

　 （１）  到達目標

　 （２）  求められる能力

　 （３）  役割を遂行できる能力

　教育担当保健師は、新人保健師の人材育成プログラムの企画、管理、評価を行う者で

ある。教育担当保健師は、自治体や保健師活動の動向を把握したうえで指導・評価等を

行うことが必要である。また、保健師が一人あるいは少人数しか配置されていない等、

適切な保健師を確保することが困難な市町村に対しては、保健所の教育担当保健師が、

市町村の保健師を支援する。

　保健所の教育担当保健師は、管内市町村の新人保健師を対象に、研修会・交流会を実

施することが教育を一層有効なものとする。職場では、経験できない業務（保健所であ

れば、乳児健診等）については、管内市町村間で経験できるように教育担当保健師が調

整すると円滑に進むと思われる。

　教育担当保健師は、所属（県立保健所では、管轄する市町村も含む）の保健師の現

任教育を計画的に推進していくためのコーディネーターとしての役割がある。そして、

新人保健師を直接的に指導する指導保健師の相談相手となり、組織として人材育成を

行っていくことを所属機関の管理者等にメッセージとして発信していく役割もある。

指導保健師の置かれている状況を把握し支援できる。 

新人保健師研修が効果的に行われるよう、新人保健師と指導保健師ヘの教育及

び精神的支援ができる。 

研修計画に沿って、管理職と共に新人保健師研修の計画立案・実施・評価を実

施する。

知識 

 新人保健師の置かれている状況の把握と課題 

 研修体制と研修計画 

説明する能力や指導方法を知る能力

新人保健師研修に関係する全職員と適切な関係を築くコミュニケーション

能力

新人保健師、指導保健師等に教育的に関わる能力

新人保健師研修を企画・立案・評価する能力

関係調整能力

スタッフに対する指導力等アセスメントする能力
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　 （４）  具体的な指導のポイント

教育担当者の役割 

成人学習の特徴と教育方法 

指導方法や教育的関わり方 

研修上の問題や困難及び解決方法 

評価の考え方、フィードバック方法

新人保健師に合わせた指導

新人保健師の能力評価

年間研修計画の立案 

組織風土づくり 

組織調整力 

問題解決方法 

円滑な人間関係の構築 

新人保健師及び指導保健師の心理的安定への支援 

新人保健師及び指導保健師等と良好な関係の構築 

新人保健師及び指導保健師の自立・自律への支援 

相手を尊重した態度 

一緒に考える姿勢 

個性を受け入れることのできる柔軟性

日頃から、新人保健師に声をかけることを心がける。

新人保健師間で交流の機会を設ける。

所属内や管轄保健所研修会等で事例検討会や実績報告会を実施する。

経験できない業務については、管轄の保健所及び市町村間で経験できるよう調

整する。

指導保健師の支援を行う。また、管轄保健所の市町村を含め指導保健師の指導

方法の情報を得ることや、時には情報交換会を設ける。

地域の健康課題を把握できるよう、管轄保健所長等を講師とした研修会を実施

する。

所属機関の管理者等へ随時報告を行う。
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【新人保健師が希望する職場環境や体制】 
 新人保健師の指導体制や教育計画 
 研修会に参加しやすい職場環境 
 同世代の保健師との情報交換や交流の場 
 相談しやすい職場環境 
 第三者的に相談できる機関（保健所等）や機会 
 時間的な余裕 
 職場での一体感・プリセプター制度 
 スタッフ間のミーティング 
              ～新人保健師アンケートから～ 

組織全体での体制づくりを望んでいる。 

８． 　必要な能力獲得のための体制

１）　  新人保健師を支える体制の構築 
　 （１）  相談 ・ 報告ができる雰囲気と体制

  新人保健師の成長を支援するために、職場を含めた幅広い環境の下でのバックアップ

が必要である。

　所属機関の管理者は、新人保健師研修が実施できる体制の構築に責任をもち、

理念や基本方針を研修に携わる全職員と共有することが望まれる。 

　新人保健師研修の体制は、全職員が新人保健師を見守り、サポートをする体制

を組織として構築する必要がある。

　新人保健師には、根気強く暖かい支援が必要で、不安を緩和するために、職場

適応へのサポートやメンタルサポート等の体制づくりが必要である。 

　管轄の保健所と連携し、メンタルサポート等の協力を得ることも考える。

　新人保健師は、先輩保健師の支援を得やすいよう、可能な限り複数配置されて

いる部署に配置されることが望ましい。また、新人保健師研修がより実践的なも

のとなるように、担当する業務等が新人保健師と同じ保健師を指導保健師として

配置することが望ましい。

　先輩保健師は、新人保健師と共に保健師に必要な基本的及び専門的能力の獲得

と実践を目指しながら、客観的な助言や精神的サポートを行うことが必要であ

る。

　職場では相談しやすい雰囲気づくりが必要である。

−   −29



    ↓ 

人事異動及び人事交流を

通して人材育成を行う 

図４　現任教育の方法

２）　  研修における組織の体制
　 （１）  現任教育の方法

　 （２）  研修体制の整備

　 （２）  情報共有できる場の設定
　情報を共有することは、業務の全体像を把握することにつながる。職場内での

ミーティングや研修会を定期的に開催し、担当業務の説明や進捗状況、課題につ　

いて話し合う場を設ける。例えば、朝礼等を活用してミーティングを行ったり、　

所内連絡会を１回／月設ける等、保健師同士が話し合える機会をもつことが考え　

られる。その場において、地域保健活動での問題点の抽出、事例（ケース）検討　

等を行うことは、情報の共有化が図られ、職場の連帯感の強化につながる。

　また、年齢や経験に応じた参加者の思考や意見を聞くことで相互理解が深まり、

対話やコミュニケーションが容易になる。

　現任教育は、職場外研修、職場内研修、ジョブローテーション、自己啓発に分

類される（図４）。保健師が自己研鑽を積む基本姿勢を育成するためにも、職場

内での現任教育を強化する必要がある。

　組織の理念や基本方針を研修に携わる全職員と共有することや、研修における

組織体制としては、ＯＪＴ（On  the  Job  Training:職場内研修）が実施できる

体制が望まれる。ＯＪＴの入り口として、新規採用時には、各自治体、管轄保健

所管内の概況や保健師業務のオリエンテーションを実施することが考えられ、実

施することにより全体業務を把握することができる。

　Ｏff-ＪＴ（Off  the  Job  Training:職場外研修）として、国、県で実施する

研修や圏域で実施する業務研究会、大学、関係団体の研修会等を把握し、研修計

画を立案すると共に、必要な予算を確保する等、計画的に研修へ参加できる体制

をつくることが重要である。特に、新人保健師が優先的に参加できるよう職場の

理解と協力が必要である。
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市町村保健師協議会

保 健 師 長 会

県 立 医 科 大 学

業 務 別 研 修

業 務 別 研 修

県新人保健師集合研修

県 看 護 協 会
（保 健 師 職 能）

近 畿 ブ ロ ッ ク
保 健 師 研 修

実 績 発 表 会
県公衆衛生学会

保 健 所 内 研 修
（管内保健師業務
研究会等）

県 外 研 修

県主催研修

所属内研修

自己学習
専門誌の購読
学会加入など

人事異動
分散配置など

事例検討会の定期的な設定（担当者以外の視点での意見及び助言は、担当

者のスキルアップやより良いケース支援につながる。）

コミュニケーション・面接技術・家族アセスメント等のロールプレイ

制度の学習

調査研究

他職種との交流ができる合同研修

大学・関係団体が実施する交流や研修

なお、研修受講後には、その学びの伝達を行う。

図５　和歌山県の保健師研修
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３）　  組織の指導体制の支援 ・ 強化

　保健師の専門性を活かすために、日々の現場での訓練と指導により意識統一、共

通理解が深まり、力量形成につながるため、育つ環境としての組織、体制、仕組み

をつくることも不可欠である。

　また、新人保健師へのアンケートより、健康危機管理への対応・実践に関する不

安がうかがわれた。このことより、担当業務のみならず、幅広い分野での専門的能

力獲得のための研修体制が必要である。その一つとして、所属保健師の参加した研

修等の復命書の供覧は元より、時には、伝達研修を行う機会も必要である。 

　所属機関により体制は異なるが、どのような状況でも、それぞれの役割を担う者

が誰なのかを互いに認識できるように、具体的に示すことが必要である。例として、

業務分担に「新人保健師の指導」と明確に示すことが考えられる。

　また、保健師数や地理的な条件等を考慮すると、各所属機関が連携することで研

修を効率的、効果的に実施することも可能である。

　新任時期の人材育成プログラムを円滑、かつ効果的に実施するためには、先に述べ

たような指導者の能力の習得および強化が重要であり、組織として体制を整備、構築

することが自治体には求められる。

　各所属長は、教育担当保健師が部署内の現任教育を推進していくことで、自分自身

を成長させ人間的に自己を磨いていくためにも、部署内だけでなく自己啓発として広

く社会とのつながりをもち、幅広い知識と柔軟な思考を養えるように支援することが

必要である。支援するための方法として、職場内や職場外での研修の機会を充実させ

ることが考えられる。職場内の研修では、指導保健師を含む保健師等との情報共有や

それぞれの評価を交換する機会を設けること、また、職場外研修では他の自治体の組

織や大学、研究機関等を活用し、連携すること等が考えられる。

　また、各組織でのプログラムの実施状況、評価結果等を専門誌、学会等で発表する

ことで、意見交換の材料を提供すると共に、地域保健従事者全体での共有と議論の活

性化を図ることも必要である。

　 一方、新人保健師育成を通して周囲の職員が共に成長できる組織体制が重要であ

る。個々人の能力や質の向上と共に、組織として成長することが互いに影響し、人材

育成の組織風土が整うことも重要である。

　県及び市町村が共に人材育成環境を整えていくために、職場の人数構成や経験年数

を考慮した計画的な職員の配置や新任期、中堅期、管理期の職員のバランスの良い配

置、また、市町村も含めた指導者及び教育担当保健師の人事交流等の工夫を凝らすこ

とも考えられる。

　地域全体を把握するためには、地域の健康課題に横断的・包括的に関わり、地域の

実情に応じた必要な支援をコーディネートする等、担当する地区に責任をもった保健

活動を推進することが望まれる。
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Ｄ町

４）　  県の役割
　県は、各市町村の人材育成状況を把握しながら、その自治体に合った人材育成プロ

グラム及び指導者育成プログラムの作成を支援し、指導保健師及び教育担当保健師の

研修に、市町村が参加できるような体制を整備する。

　地域保健の中核機関である保健所は、地域の健康課題を分析するためのデータや健

康教育・健康診査等に関する機材があり、また、専門職員を有することから人材育成

の場として位置づけられる。そのため、教育担当保健師を配置することが必要である

（「７．教育担当保健師に向けて」を参照）。研修実施にあたっては、関係者の指導、

協力の下、連携・調整を行う。管内保健師業務研修（連絡）会等、管内保健師間で顔

が見える関係を築き、市町村及び保健所の連携を強化することが必要である。

　県担当課は、県内市町村及び保健所等が情報交換、情報共有する場を設け、保健師

が広域的な地域の情報を把握することで、多角的な視点で業務を実施できるように支

援を行う。

　さらに、指導の質の向上を図る観点から、他の自治体組織や大学及び研究機関、関

係団体との連携強化が必要である。　
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先輩方の背中を追いか

けている中で、気が付く

と事業の全体像が分か

り、自分なりの理想の姿

を描きながら楽しく仕

事をしています 

先輩保健師さんが、メールを下さって励ましてくださったときには、救われました 

見本となる先輩の

真似をする 

「そのままでいいよ。」と

先輩保健師。私のことを

見てくれている人がいる 

人とのつながりや地域のつな

がりがうまく作用すると、困難

なこともできる 

新しい人との繋

がりを作る事が

できる 

目の前にあることを必

死にこなす毎日でした。

そんな中でも様々な出

会いや楽しいこともあ

り、充実した一年 

仲間同士の取り組みを地域

に広げていくことがさらに

やりがいであり喜びでもあ

ります 

母子保健推進員さんとともに“子育てが楽しいまちづくり”に

取り組めたおかげで、楽しく仕事ができました 

一つの目標に向かって

支援の輪を広げられた

時に私は保健師になっ

て本当に良かった 

笑顔で喜んでくれる

母親達に保健師が力

をもらいました 

保健師になって 

いっぱい悩んで、とにかくやってみる 

うまくいくケースからも、

うまくいかないケースから

も多くの学びがある 

人に関わる仕事

として最高の職

業 

生活に密着している仕事。

学びは、自分の人生の“糧”

となり活かされる 

 

９． 　「保健師になって良かった体験談」
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仕組みをつくるのも保健師活動のひとつ。事務

仕事だって、住民ひとりを、家族を、そして地

域をいい方向へ導く仕事の一部 

地域のあるお母さんから、「保健師は大事な仕事」と

手紙を頂いた 

約 10 年ぶりだったのに私

の名前を覚えてくれていて

お礼を言ってもらえたこと

がとても嬉しかった 

住民と歩んでいけることが保健師の強み

何度も何度も働きかけ、寄り添っ

ていった結果、「うちの子のこと

を一番知ってくれている人なん

です」と紹介してくれました 

「保健師さんに来てもらって良かったです」と母親

が言ってくれた一言を今でも覚えています 

時が経つにつれ住民から

教えられる事が多いと感

じる仕事 

本庁での業務は、「孤独感」を感じたりすること

がある。現場の保健師が、住民の声を伝えてくれ

たり、こちらの立場に寄り添って事業の感想やア

ドバイスをくれたりして気持ちが救われる 

育児の相談をした 

お母さんが、「あの時話 

ができて良かった。 

すごくしんどくて、 

子どもをかわいいと 

思えない時があったが、 

あの後楽になった」 

と聞いた時、うれしかった

住民との出会いの中で自分自

身が学ばせてもらえる仕事 

良かった体験談 
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10． 　おわりに
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新人保健師の目標シート（目標時期       ） 

ビジョン（自分の願いや思い、心に描く像） 

具体的な達成目標（１つに絞りましょう。） 

達成方法 

氏名         作成     年   月   日  
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【参考】

和歌山県職員が使用している基本的事項
様式３

基本能力に対するシート

月 月 月 月 月 月 月 月

基 本 的 事 項
○公務員としての自覚・責任

公務員としてのモラルを持ち、法律を遵守するとともに、規則やルールに従い、行動している

○職場のマナーとルール

職場にふさわしい身だしなみをしている

誰に対しても、自分の方からすすんで挨拶ができている

名前を呼ばれたら、きちんと返事をしている

決められた時間に仕事を始められる体制をとっている

勤務時間中と勤務時間外のけじめをつけている

席を離れるときは、周りの人に行き先や用件を伝えている

机の上や文書棚等の整理整頓ができている

○来庁者・電話応対

来庁者に対して、親切、丁寧に応対している

電話が鳴ったら、速やかに出て、所属と名前を名乗っている

伝言はメモをとり、正確に伝えている（誰に、何時、誰からなど）

電話をかけるときは、用件を整理し、相手の都合を確認している

○報告・連絡・相談

結果の報告はもちろん、進捗状況等の中間報告を行っている

状況の変化や問題が起こったときは、すぐに上司や先輩に報告している

報告は、結論、理由、経過の順で、要領よく行っている

○業務遂行能力

所属や自分の業務の目的、内容を理解している

上司や先輩の指示に従って、確実に業務を進めている

上司から指示されたとき、分からないことはその場で確認している

やるべき業務をきちんと把握し、優先順位をつけて確実にこなしている

上司から指示を受けた期限や業務の処理期限をきちんと守っている

業務は、正しく早くをモットーに、工夫しながら効率的に行っている

○自己啓発・情報収集

国や他の自治体、民間の動きに関心を持ち、情報を得るよう心がけている

担当業務に役立ちそうな知識や情報を、新聞･雑誌･書籍等で勉強している

○執務能力

起案文書等の諸文書の作成ができる

パソコンや事務機器の操作ができる（文書作成・表計算、イントラ等）

Ａ：よく実行している（よくできている、よく理解している ：Ｂ） ほとんど実行している（ほぼできている、ほぼ理解している）

Ｃ：指導・助言中であるが、努力が必要（実行していない、できていない、理解していない） Ｄ：まだ指導・助言していない
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））
  

◎◎
：：
一一

人人
でで
でで

きき
るる

  
  
  

  
  

○○
：：
支支

援援
がが

ああ
れれ
ばば

でで
きき

るる
  

目目
標標
達達

成成
期期
間間

  
 

 
2
か

月
 

 
 
6
か
月

 
 
1
年
 

確
認
事

項
 

実
施

月
日
 

自
己

評
価

 

他
者

評
価
 

①
疫
学
の
方
法
論
を
説
明
で
き
る
 

 
 

 

②
各
種
保
健
統
計
の
意
味
を
理
解
し
て
、
算
出
方
法
を
説
明
で
き
る
 

 
 

 

③
保
健
師
が
行
う
地
域
診
断
の
目
的
を
説
明
で
き
る
 

 
 

 

④
地
区
踏
査
の
方
法
と
視
点
を
説
明
で
き
る
 

 
 

 

⑤
担
当
地
区
の
地
区
踏
査
が
で
き
る
 

 
 

 

⑥
所
管
地
域
の
地
区
踏
査
が
で
き
る
 

 
 

 

⑦
地
域
の
基
本
構
造
を
ア
セ
ス
メ
ン
ト
す
る
視
点
を
説
明
で
き
る
 

 
 

 

⑧
地

域
の

基
本

構
造

を
ア

セ
ス

メ
ン
ト

す
る

た
め

の
、

身
体

的
・
精

神
的

・
社

会
文
化
的
・
環
境
的
な
基
本
的
な
デ
ー
タ
を
説
明
で
き
る
 

 
 

 

⑨
地

域
の

健
康

状
態

を
ア

セ
ス

メ
ン
ト

す
る

た
め

の
、

身
体

的
・
精

神
的

・
社

会
文
化
的
な
基
本
的
な
デ
ー
タ
を
説
明
で
き
る
 

 
 

 

⑩
地
域
を
ア
セ
ス
メ
ン
ト
す
る
た
め
の
デ
ー
タ
の
所
在
を
説
明
で
き
る
 

 
 

 

⑪
所

管
地

域
の

人
口

静
態

デ
ー

タ
、
人

口
動

態
デ

ー
タ

を
経

年
的
に

収
集

し
、

判
断
で
き
る
 

 
 

 

⑫
所
管
地
域
の
人
々
を
理
解
す
る
た
め
の
デ
ー
タ
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
が
で
き
る
 

 
 

 

⑬
所
管
地
域
の
地
理
的
自
然
環
境
を
ア
セ
ス
メ
ン
ト
で
き
る
 

 
 

 

⑭
所
管
地
域
の
社
会
文
化
的
状
況
を
ア
セ
ス
メ
ン
ト
で
き
る
 

 
 

 

⑮
所
管
地
域
の
保
健
医
療
福
祉
シ
ス
テ
ム
を
ア
セ
ス
メ
ン
ト
で
き
る
 

 
 

 

⑯
所
管
地
域
の
健
康
水
準
を
ア
セ
ス
メ
ン
ト
で
き
る
 

 
 

 

⑰
所
管
地
域
の
疾
病
構
造
を
ア
セ
ス
メ
ン
ト
で
き
る
 

 
 

 

⑱
所
管
地
域
の
基
本
と
な
る
母
子
保
健
デ
ー
タ
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
が
で
き
る
 

 
 

 

⑲
所
管
地
域
の
基
本
と
な
る
成
人
保
健
デ
ー
タ
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
が
で
き
る
 

 
 

 

⑳
所

管
地

域
の

基
本

と
な

る
高

齢
者
の

健
康

デ
ー

タ
の

ア
セ

ス
メ
ン

ト
が

で
き

る
 

 
 

 

㉑
所
管
地
域
の
基
本
と
な
る
感
染
症
関
連
デ
ー
タ
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
が
で
き
る
 

 
 

 

20
 

 ㉒
活

動
を

通
し

て
の

対
象

者
の

意
見
を

活
用

し
た

地
域

の
ア

セ
ス
メ

ン
ト

が
で

き
る
 

 
 

 

㉓
近

隣
の

地
域

、
保

健
所

、
都

道
府
県

、
国

の
デ

ー
タ

と
比

較
し
て

、
所

属
地

域
の
健
康
状
態
を
判
断
で
き
る
 

 
 

 

コ
メ
ン
ト
（
今
後
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
）
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  検討期間：平成２４年４月～平成２５年９月

属　所名氏員委割役の員委

ワーキング ※川井　妙 海南市　健康課　係長 
［海南市　高齢介護課　専門員］ 

ワーキング 坂部　美紀 有田市　市民福祉部健康課　主査

ワーキング 前馬　理恵 和歌山県立医科大学保健看護学部　准教授

ワーキング 小林　秀世 那賀振興局健康福祉部（岩出保健所）副主査

ワーキング 山本　紀美代 日高振興局健康福祉部（御坊保健所）課長

ワーキング 中村　幸美 西牟婁振興局健康福祉部（田辺保健所）主任

ワーキング ※橋本　容子 福祉保健部健康局　健康推進課　感染症対策班　主査
［福祉保健部健康局　健康推進課　母子保健班　主査］

指　導　者 ※野㞍　孝子 福祉保健部　健康局長
［日高振興局健康福祉部（御坊保健所）健康福祉部長・保健所長］

助　言　者 山田　和子 和歌山県立医科大学保健看護学部　学部長

事　務　局 ※山本　美代 福祉保健部健康局　健康推進課　副課長
［福祉保健部健康局　医務課　看護班長］

小川　政予 福祉保健部健康局　医務課　看護班長（平成25年度から）

林　千景 福祉保健部健康局　医務課　看護班　主査

　　※平成25年度に人事異動があった者で［　］内は、平成24年度の所属を記載している。

助　言　者

事　務　局

検  討  委  員

新人保健師人材育成ガイドライン検討委員会
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和歌山県

新人保健師人材育成ガイドライン
平成２５年９月 発行

和歌山県福祉保健部健康局医務課

〒 640-8585

和歌山市小松原通一丁目１番地

TEL 073-441-2605（直通）

FAX 073-424-0425



和歌山県

新人保健師人材育成ガイドライン

平成２５年9月
和 歌 山 県

地球環境保護のために、再生紙と
植物油インキを使用しています。


